
4 ふれあい新聞  112 号  平成 26 年 10 月 1 日  

 

 

 

 田中野田ポートボール監督 松冨 大輔 

 

僕がポートボールに関わりだして強く印象に残っているゲームがあります。去年から新しく始まった、

E 地区（御南・西小学区）低学年大会の決勝戦。結果は残念ながら準優勝となった試合です。 

田中野田は残念ながら以前のような強いチームとは言えず、なかなか勝てないチーム（これは指導して

いる僕たちの問題でもありますが・・・）。試合で負けても、あまり悔しい気持ちが伝わってこないと

いう雰囲気。 

決勝戦に出ることも経験したことがないメンバー。 

そのメンバー全員が悔し涙したのです。 

当然のことながら、ポートボールはチームのスポーツ。ひとりでは試合はできません。チームみんな

の力を一つに合わせて頑張った結果の準優勝。負けはしましたが、みんなの気持ちは負けていませんで

した。 

その試合以降、子どもたちの気持ちも少しずつではありますが、変わってきたと感じています。また

練習してきたことが試合でできずに悔しいという気持ちが持てるようになるなど成長してきています。 

僕は、試合で勝つということだけが全てではないと思っています。もちろん勝負事なので、勝つこと

も大事です。でも、負けること、できなかったことから学ぶことのほうがもっと大事だと。そして、仲

間がいることを。 

そう、あのときの涙を忘れないで！！ 

 

 

                                白寿会の皆さんの作品です。 

  

・過信は禁物 控え目運転  （Ｒ・Ｙ）    ・無事故 無違反 チャレンジ精神忘れるな（T・Ｓ） 

・事故の無い 明るい町内 みんなの願い（Ｔ・Ｗ）・いってらっしゃい 笑顔で父さん 送り出す（Ｈ・Ｗ） 

・楽しい ドライブ 家族の笑顔 （Ｋ・Ｗ）     ・下校時に孫がかえるよ 無事かえる （Ｆ・Ｉ） 

子ども会活動について 

 
あのときの涙を忘れないで 

交通安全標語  ２ 


